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第 九 巻 第 三 號 九州帝國大學農學部學藝雑誌 昭和十六年六月

原 著

ウルシオール並にその類似物質の顯微化學的

検 出 法 と そ の応用 的価値1)

原 田 盛 重

(昭 和十五年十 二月十 日受理)

1.緒 言

ウルシノキより採集 したる生漆は灰白 色の乳状液に して空気 に鰐れると褐色を呈 し,漸次濃

厚とな り厳時間の後に硬化す。生漆の主成分 はウルシオールに して,外 に少量の ゴム質,含 窒

素物,ラ ツカーゼ及び水分 を含有す。生漆の學術的研究は我國にあ りては吉田(28),三 山(18)

及び眞島 働 諸氏鳳 り・外國にて〃よ ..及 び 氏

等によりて行はれた り。吉田氏は漆液を湯煎上にて熱 し水分を蒸発 せ しめ,こ れに無水アルコ

ールを加へ 生漆を二の部分に分け・一はアルコールに溶けるもの・他はこれに溶解せざるも

のな り。同氏はアルコールに溶ける ものを漆酸と稻せ り。アル コPル に溶けざるものはゴム質

含窒素物及び酸化作用を有する酵素な り。この酵素は 氏により研究せ られ,同 氏

はこれに と命名せ り。アル コール に溶ける部分は漆の主成分にして 及

び三山氏によりて詳細に研究せ られ,の 一種なることが明かに され,三 山氏はこれに

ウル シオールと命名せ り,。後に眞島氏によりてウルシオールの化學構造が明かにされ,生 漆の

主成分となすウルシオールの研究は遺憾なきまでな し途げられた り。その研究は三山氏による

生漆の分栃に 關する研究と相侯つて 生漆の學術的並に工業上に於て 大なる稗釜を與ふるに至

りたる ものなり。

醗て属 樹種の中,ウ ルシノキ を除 く他の樹種 より滲出する乳液に就てみるに共の研

究は少なく,從 つて生漆の ウルシオールに似た る物質がそれ等の乳液 中に存するものあるもそ
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が存在 し,中 には が存在することが明にされ

それに就て研究する所あ り。同氏によれば と とは化學的性状 がウルシオー

ルに極めてよく類似すと云ふ。・日本産属 樹種に於て も乳液 中に ウルシオールに類似す

る性質を有するものあるをもつて 余はこれを総括 して ウルシオール類似物質 と稻することと

せ り。

以上の如 くウルシオール並にその類似物質の化學的研究は行はれて居るも,これ等の物質の

顯微化學的研究は 及び 氏 の 植物顯微化學書及び共の他植

物學書(20,24,27)に 就てみるも全 く行はれず。余(8,9,11)は 嚢に 九大農學部學藝雑誌に於

て日本産 属樹種の有する樹脂道の分布,構 造,乳 液の発生経過,乳 液の肉眼的及び顯微

化學的性質(11)に 就て述べたれば,猫 これに引績きウルシオール並にその類似物質の顯微化

學的検出 法とその応用 的領値に就て研究 し茲にその発表 をなさんとす。

II.材 料 及 び 研 究 方 法

本研究材料は目本産 屡樹種の外,安 田教授 より御送付 に預りたる嘉北帝大理農學部

植物園に植栽 しある 屡の アンナンウルシ,屡 の ランシンボク,テ レピンノキ,

属の タイ トウルシ,属 のマンゴウの若葉を用ひ,猫 叉九大農學部林學

植物園に植栽 しある を用ひた り。試藥と しては硝酸,苛 性加堪液,酷

酸銅液,塩化 第二鐵液を稀薄なる ものより濃厚なる ものに至るまでを用ふ 。上記漆科植物より

滲幽する一滴の乳液を 上に取 り,こ れに無水アルコールを加へ,そ の アルコール

に前述の試藥を作用せ しむる場合と,乳 液に直接試藥を作用せ しむる場合 とに分ちてその反応

並に反癒を呈するまでの時間 を槍 した り。然れども茲に考ふることはウルシオ1ル 若 くばその

類似物質が前記の試藥による反応 を呈するを もつて直ちにその ものは ウルシオール若 くばそ

の類似物質の特有なる反応 な りと云ふは早計に失するを もつて,余 は漆科植物以外に乳液,樹

脂,油 脂等を有する植物名を主として 氏著書 及

び榊谷辰三郎(13.14)氏 著書顯花植物分類學書よ り求め,45科99種 に就て上記試藥を作用せ

しめその呈色反応 を検 したる外,氏 著書 により植

物体内に含有せらるる物質に してアルコールに溶解する ものを求め,そ れに就て呈色反応 を試

みた り。斯の如き研究方法によ りたるため實験材料は漆科植物の外多激に達 したるが,こ れ等

の材料は野外採集 による外,福岡 縣八女郡廣川村原田萬吉氏所有植物園,九 大農學部所有温室,,
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これ等植物は主として葉 より滲出せるものを使用せる も,葉の充分発育 せるものに於ては乳

管植物を除 く外は分泌不充分 なるか或は全 く分泌せざるもの多数 なるをもつて,こ れ等は萠芽

嘩後の若葉に就て槍 した り。猫叉植物体 内含有物に してアル コールに溶解する物質中,商 品と

して販費せ らるる ものは別に硝酸,苛 性加里液,醋酸 銅液及び塩化 第二鐵液等による呈色反悠

を検 した り。

III.研 究 成 績

日本産 驕樹種の葉 より滲出する乳液の中,ウ ル シノキは ウル シオールを,ハ ゼノキ,

ツタウルシの乳液 中には眞島(17)氏 によればウルシオール類似物質を有す。猫 ヤマハゼノキ,

ヤマウルシの乳液に もこれに類似の物質を有する ものの如 し。何れの乳液 もアル コールに溶解

,す。上記乳液を 上にとり,前 述せるが如 くその乳液に無水アル コールを加へ,そ

のアル コール に試藥を作用せ しむ る場合と 上の 乳液に直接試藥を働か しむる二

の場合に就て研究 したれば以下それに就て述べん。

1)乳 液に アルコールを加へ之に試藥を作用せ しむる時の呈色反応

乳液にアル コールを加へ,そ のケルコールの部分に硝酸,苛 性加里,醋酸 銅液及び塩化 第二

鐵液を作用せ しめみるに硝酸 に於てはハゼノキ,ヤ マハゼノキ,ウ ル シノキ及び ツタウルシは

5-10%溶 液 によ り何等反応 をみず。15-50%溶 液に於ては滴下後1-2秒 の後に紅色とな

ミ

る・但 し15-30%の ものに於ては淡紅色なるも濃度を増すに從ひて紅色となり,50%め もの

に於ては殆ど赤紅色となる。ヤマウルシ及びヌルデに於ては何れの濃度の硝酸に於ても殆ど呈

色反応 をみず 。苛性加里液,醋酸 銅液及び塩化 第二鐵液は何れの濃度に於ても,ハ ゼノキ,ヤ

マハゼノキ,ウ ルシノキ,及 び ツタウル シの乳液の アル コールに溶解する部分の反応 が極めて

鋭敏に して,1-2秒 の後に苛性加里液にて濃緑色を,醋酸 銅液にて黒紫色を,塩化 第二鐵液に

よりて黒色を呈す。但 し苛性加里液にては5-25%溶 液は比較的僅か 濃緑色の部分 を生ずる

も,35-50%溶 液に於ては 濃線色の部分を多く生じ,試 藥の稀薄なるものと濃厚なるものと

の間に多少の相違あ り。次に ヤマウノセシに於ては 苛性加里の40-50%の 濃厚なる溶液に於

ての み僅か濃緑色の部分を生ず 。醋酸銅液に於では ヤマウルシは何れの濃度に於て も殆ど反応

を呈せず。塩化 第二鐵液に於ては30-50%の 比較的濃厚なるものに於てのみ僅か暗色を

呈す。ヌルデの乳液に於ては何れの試藥の何れの濃度に於て も呈色反応 をみず』

以上によりてみるにハゼ ノキ・ヤマハゼノキ,ウ ルシノキ及び ツタウルシの乳液にあ'りては
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敏に して,階 つて アル コール に溶解する ウルシオール若 くばその類似物質が比較的多 く存在
モ

するものと思はる。これに反 して ヤマウルシの乳液に於ては硝酸及び醋酸 銅液に於て何れの

濃度に於て も殆ど反応 飯く,唯 苛性加里液 と塩化第二鐡液に於ては濃厚なる溶液にのみ呈色反

慮をみる,随 つて之には問題の物質を僅か有するものと思はる。ヌルデにあ りては何れの試藥

の何れの濃度に於て も反応 を呈せざるをもつて ウルシオール類似物質を全 く有せざるものの

如 し。

2)乳 液に試藥を直接作用せ しむる時の反応

日本産属 樹種の葉より滲出する乳液 を 上に取 リ アルコールを用ふるこ
り

とな く直接に硝酸,苛 性加里液,醋酸 銅液,塩化 第二鐵液 を作用せ しめ,各 々その呈色反応 に

就てみるに硝酸は何れの樹種の乳液に於ても5-10%の 稀薄なる溶液にあ りては変色せず 。

15%液 に於てはハゼノキ,ヤ マハゼノキ,ウ ルシノキ及び ツタウルシは2-4分 にて乳液 は褐

色を呈するも,ヤ マウルシ及び ヌルデは此の時間 に於ては変色せず 。20%液 に於てはハゼノ

キ,ヤ マハゼノキ,ウ ルシノキ及び ツタウルシは1r2分 にて赤褐色となるも,ヤ マウルシ及

び ヌルデは此の濃度に於ても何等呈色反応 をみず。ハゼノキ,.ヤマハゼノキ,ウ ルシノキ及び

ツタウルシの乳液は50%液 にては1-2秒 の後に赤褐色 となる。ヤマウルシは40%液 に於

て初めて乳液が褐色を呈 し,50%液 に於ては 褐色若 くば 赤褐色を呈することあ り。然るにヌ

ルデに於て余が試みたる50%の 濃厚なる硝酸に於て も全 く乳液の変色するをみず。ハゼノキ,

ヤマハゼ ノキ,ウ ルシノキ及び ツタウルシの乳液にアルコールを加へ,そ のアル コールに硝酸

を作用せ しむ る場合と異な り赤褐色を呈するは乳液中 に ウルシオール若 くば その類似物質以

外の物質が含有せられ その ものが硝酸によりて作用せ らるるがた めならん・

次にハゼノキ,ヤ マハゼ ノキ,ウ ルシノキ及び ツタウルシの乳液に苛性加里液を直操作用せ

しむる時は硝酸の場合 と著 しく異な り,5-504%の 何れの濃度の溶液 も殆 ど差別なくIL2秒

の後に濃緑色を呈するものなるが,此 の場合は濃緑色の部分は苛性加里液の上部に浮游せるが

如 き状態 となりて存在するをみる。ヤマウルシは苛性加里液の何れの濃度に於て も1-2秒 の

後に濃緑色をみるも,そ の出現の割合が比較的僅かな り。ヌルデの溶液は苛性加里液の何れの

濃度に於て も変色せず。苛性加里液による反応色は乳液にアル コールを加へ,そ のアル コール

の部分に作用せ しむ る場合 と同一一な り。醋酸銅液に於てはハゼノキ,ヤ マハゼノキ,ウ ルシノ

キ及び ツタウルシは1-10%の 何れの濃度に於て も1-2秒 の後に黒紫色を,ヤ マウルシは
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僅 か 暗 紫 色 を,ヌ ル デは 全 く反応 ぜ ず 。塩化 第 二 鐵 液 に 於 て は ハ ゼ ノ キ,ヤ マ ハ ゼ ノキ,ウ ル



ヘ

シノキ及び ツタウルシの乳液は1-10%の 稀薄なる溶液に於ては4-5秒 にて暗色を,20-50

%溶 液にて黒色を呈す。ヤマウルシは何れの濃度の溶液に於て も暗色を呈するも,ヌ ルデた於

ては何れ も変色せず。

以上によりてみるに翼島氏が ウルシオール とその類似物質 とは 化學性状 が極めてよく類似

すと云ぺるが,顯 微化學的検出 に於て も乳液にアル コールを作用せ しめたる時 と乳液に直接試

藥を作用せ しめたる時 とを問はず,ウ ルシノキの乳液 中のウル.シオ・一ルとハゼノキ,ヤ マハゼ

第1表 日本産Rhus属 樹種 の葉 より滲 出する乳 液 中の ウル シオー ル並に その類似物質の呈色 反鷹一豊 表

乳 液 に試藥 を直接作用 ぜ しむ る時 の反応
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備 考1)一 は試 藥 に よvJ殆 ど或 は金 く変 色 な き を示 す。2)ウ,レ シ ナー ルた(U),

ウ ル シ ナ ー ル類 似物 質 な(Su),ウ ル シ オ ー'レな有 ぜ ざ う もの を(一 一・)に て 衷 す 。



ノキ,ツ タウルシの乳液 中に存すると思はるる類似物質とは差異を認めず,而 して乳液に直接

試藥を反庶せ しむる時は,硝 酸に於ては濃厚なるもの程呈色反応 が鋭敏な り。唯此の硝酸の場

合は乳液に アルコール を加へたる場合 と乳液に直接試藥を作用せ しめたる場合と反応 を稻々

異にす。苛性加里液,醋酸 鋸液及び塩化第二鐵液 を作用せ しむる時はウルシオール叉はその類

似物質が溶液の稀薄なると濃厚なるとに差異なく特有なる呈色をな しその反応は鋭敏なり。而

してその試藥による呈色反応 は乳液にアル コールを加へたる場合と同一な り。

日本産 属樹種の葉 より滲出する乳液 中の ウルシオール並 にその類似物質の試藥によ

る呈色反応 を表示すれば第1表 の如 し。

前記の試藥による呈色反応 をもつて直ちにその ものは ウルシオ・一ル若 くば その類似物質の

特有なる反応 となすは早計に失するをもつて余は 祠1谷(1'3,14)氏 の植物分類學

書を基礎 とし,漆科植物の外第2表 にみるが如 く45科81種 の植物の有する乳液,樹 脂及び油

脂に就て槍 した り。前述の 日本産RhUS属 樹種の實験に於て述べたるが如 く ウルシオール若

くばその類似物質をアルコールに溶解 し,それに前記の試藥を作用せ しむる場合 とアル コール

を用ふることなく直接試藥を用ふる場合とは呈色反応 に於て 殆ど同一結果をみるに至 りたる

を もつて,第2表 にみる漆科植物以外の多 くの植物にあ りては直接にのみ試藥を作用せ しめそ

の呈色反応 を槍 したるに81種 の 中,硝酸によりて変色なきもの52種,黄 色14種,褐 色7種,黄

褐色4種,,乳 白色2種(油 脂),赤 褐色,緑 黄色各々1種 な り。苛性加里液に於ては81種 の中,

変色せざるもの45種,黄 色26種,乳 白色(油 脂)5種2褐 色2種;紅 色,淡 膏色,灰白 色各々

1種 なり。醋酸銅液に於ては変色せざるもの73種,褐 色4種,黄 色2種,友 緑色,友 色各々1

種な り。次に塩化 第二鐵液に於ては変色せざるもの72種,暗 色若 くば黒色4種,黒 緑色3種,

赤色,赤 褐色各々1種 な り。其の他余の用ひたる材料中,四 試藥により表中にあるもの と同一

若 くぼ類似の反応 をな し表に記載なきものとしては桔梗科1種(ツ リガネ==ン ジンは表中の ホ

タル ブクロに),ヒ ルガホ科2種(コ ヒルガホ,ハ マヒルガホは表中のサツマイモに),タ カ ト

ウダィ科2種(シ ラキ,ハ ナキ リンは表中の ナンキンハゼに),桑 科 斗種
、

カ ウ ゾは表 中の イ タ ビカ ヅ ラに,は 表 中の カ ク ワ ツ ガ ユに,ア コ ウは 表 中 の

クハ に),松 科4種(ユ サ ン,タ ウ ヒ,ヒ メ コマ ツ,ス ギの 油 脂 は表 中の ク ロマ ツに),ウ コギ科

2種(カ ク レ ミ ノ,ヲ カ ウ コギ は 表 中の ヤ ツデ に),ク ス科1種(カ ナ クギ ノキ は 表 中 の ク ス ノ

キに),緻 形 科1種(ボ タ ンニ ン ジ ンは 表 中の ノダ ケに ㍉ イチ ヰ科1種(イ チ ヰ は表 中の ナ ギ

Rhus

Ficus  pendulata

ENGLER (5 )

(Ficus bengalensis,

に反応 類似す)合 計18種 となり,表 に記載せ るものと合せ99種 に蓮するがそれ等の植物の



中,変 色せざるものが大多数 を占め,変 色せるものに於ては黄色が最 も多数な り。

軍に一試藥のみの反応 を考ふる時は ウルシオール と同一反応 を呈するものは 僅か存在する

をもつて,そ の科,種 に就て槍するに45科 の中,硝 酸にて赤褐色を呈する ものは タカ トウダィ

科 の ヘンヤウボク1種 あ り,然れどもこの ものは苛性加里液にて黄色,醋酸

銅液にて暗褐色を呈す。次に苛性加里液及び醋酸 銅液に於ては45科 の 中,ウル シオールと同一

反応を呈するものな し。これに反 して塩化 第二鐵に於ては類似の反応 をなすものが比較的多

く,ケ ウチクタウ科 のサカキカツラ,タ カトウダイ科の ヘンヤウボク,桑 科

の カクワツガx,萱 科 の イタチヘギの4種 あ り。ケウチクタウ科

のサカキカヅラは塩化 第二鐵液によりては暗色を呈するも,硝 酸,苛 性加里液,醋酸 銅液にて

は黄色となる。タカ トウダイ科のヘンヤウボクは塩化 第二鐵液によりて暗黒色bとなるも,苛性

加里液にて黄色,醋酸 銅液にて暗褐色な り。桑科の カクワツガユは塩化 第二鐵液によりて黒色

を呈する も,硝 酸,苛 性加里液にて淡黄色となり,醋酸 銅液にては全 く反応な し。次に萱科の

イタチヘギは鯉化第二鐵液によりて暗色を呈するも,硝 酸にては黄褐色,醋酸 銅液にては褐色,

苛性加里液にては全 く変色せず。
コ

以 上 に よ りて み る に45科99種 の 植 物 の 有 す る乳 液,樹 脂 及 び 油 脂 に 於て 四試 藥 と も ウル シ

オ ール と 同 一反応 を呈 す る もの は全 く認 め られ ず 。 ・

次 に各 科 植 物 に 於 け る乳液,樹 脂 及 油 脂 の 四 試 藥 に よ る呈 色反応 を表 示 すれ ば第2表 の 如 し。

以 上 に よ り多 くσ≧植 物 の 有 す る乳 液 ・樹 脂 ・油 脂 等 に 於て 四 試 藥 と も ウル シ オ ール 又 は

屡 に 有 す る ウル シ オ ール 類 似 物 質 と同 一一反応 を呈 す る もの を認 め ざ り しを もつ て,更 に 植 物 含

有 物 質 に して アル コー ルに 溶 解 す る もの を 氏 の よ り求 め,

(ケ シの 乳 液)(ヒ ナ ゲ シの 花 辮),(シ ヤ クナ ゲσ)葉)

'(
シ ヤ ウ ブ油),(ゴ ム ノキの 乳 液),(マ サ キの 葉),

(ギ シギ シの地 下 輩).(ク チ ナ シの 果 實),(ハ ブ サ ウの 種 子),(ナ ンキ

ン豆),(ミ カ ンの 花),(ミ カ ンの 花),(ザ ク ロの 根),

(キ ンギ ヨモの 葉 の 毛 茸),(マ ツの 轍 芽),(ヱ ン ジユの 花),(ム ク

ゲの 葉),(ミ ズ ゴ ケ),(ネ ズ ミモ チの 葉)及 び(ハ ゼ ノ キの 果 實)

の

等20種 を各菱上記の材料に就て,猫 叉商品として 落花生油,固 松脂及び 木蝋の4

種に就て アルコール使用後そのアル コールの部分に四試藥による呈色反応 を槍 したるに,ケ シ

(Euphorbiaceae)

(Moraceae)

Alkaloid

 (Apocynaceae)

(Legminosae)

, Anthocyan

Caoutchouc

Hesperidin

Sphagnol

Crocin

Resin

Indol

MOLISCH

Syringin

の乳液中の 叉その商品としてのAlkaloid

 Microchernie der Pflanze

Arbutin

Chlorophyll

Emodin

Mannit

Rutin

Morphin,

Morphin

Wax

Rhus

,Asaron

Chrysophanacid

Fat

Myriophyllin

Saponarin

は硝酸によりてのみ変色 し褐色に,ギ 営



第2表 各科植物 に於 ける乳液,樹 脂,油 脂の試藥 によろ呈色反応一覧 表

菊 科

タ ン ボ ボ(乳 白色)

ニガ ナ(り

ア キ ノ,ゲ シ("2

カ ウ ゾ リ ナ(")

リユ ウゼ州(ク リーム 色)

桔 梗 科

キ キ ヤ ウ(乳 白色)

ヒナ ギ キ ヤ ウ(")

ホ タル プ ク ロ(")

葛ル ガ ホ科'.

ユ フ ガ ホ(乳 白色)

サ ツ マ イ モ(")

タ ウ ワタ科

ガ ガ イ・ モ(乳 白色)

キ ジ ヨ ラ ン(二")

サ ク ラ ラ ン(淡 黄)'

ケ フチ ク タ ウ科

テ イ カ カ ヅ ラ(乳 白色)

サ・カ キ カ ヅ ラ(ノ リ

フイ リ ソ ル ニ チニ チ サ ウ(":

タ カ トウダ イ科

ゴ ム ノ キ(乳 白色)

ト ウ ダ イ グ サ("う

ヒロハ ト ウダ イ(")

ア ブ ラ ギ リ(淡 乳 白色)

ホ ル ト サ ウ(白 色)

ナ ン キ ン ハ ゼ(乳 自色)

ヘ ン ヤ ウボ ク く")

ケ シ 科

ケ シ(乳 白色)

タ ケ ニ グ サ(黄 褐 色)

ク サ ノ ワ ウ(黄 色)

桑 科

イ チ ジ ク(乳 白色)

イ ヌ ビ フ(")

オ ホ イ タ ビ(")

ク ハ(")

カ ク ハツ ガ ユ(")

イ タ ビ カ ヅラ 「")

 (Combositae)

(Campanulaceae)

(Convolvulaceae)

(Asclepiadaceae)

(Apocynaceae)

(Euphorbiaceae)

(Papaveraceae)

(Moraceae)

カ ヅ マ ル(")

(")

ボダ イ ジ ユ(淡 乳 白 色)

松 科

ク ロ マ ツ(淡 乳 白色)

カ ウ ヤ マ キ(〆)

二 が キ科

ニハ ウ ル シ 丸乳 白色)

テ ジ ニ ンク フ科

ユ ウ カ サ ノ キ(乳 白色)

ツ ユ クサ科

一鋼 卿 グサ縄)

ゴ シ ユ ユ 覧淡 乳 白 色)

シユ ロ科

ヤ シ 油(白 色)

オ ホバ コ科

オ ホ バ コ(淡 乳 白 色)

ソ テ ツ科 ・

ソ テ ツ(フ 」k藍台月犬つ

ウ3ギ 科

ヤ ツ デ(淡 黄)

7カ ノ キ(淡 乳 白色)

唇 形 科

バ ク カ(淡 乳 白色)

エ ゴ マ 油(淡 黄)

漆 科

ハ セ .ノ キ(乳 白色)

ヤ ㌣ ハ ゼ ノ キ(")

ウ ル シ ノ キ(")

ヤ マ ウ ル シ(")

タ イ ト ウ,レ シ(")

ア ン ナ ン ウ ルシ(")

マ ン ゴ ウ(")

ツ タ ウ 〃 ≒ン(")

ヌ ル ヂ(")

ラ ン シ ンボ ク(")

テ レ ビ ン ノ キ(")

 Madura pomifera

(Pinaceae)

(Simarubaceae)

(Myrtaceae)

(Commlinaceae)

(Rutaceae)

(Palmae)

(Plantagnaceae)

(Cycadaceae)

(Araliaceae)

(Labiatae)

(Anacardiaceae)

Schinus terebinthifolius



稲物名及共乳液の色

茸 科

ダ イ ヅ 油(淡 黄色)

イ タ チ ヘ ギ(淡 乳 白色)

(Legminosae)

テ ウセ ンニ ハ ブヂ

ク ス 科'・

グ ス ノ キ(淡 乳 白色)

タ ブ ノ キ(淡 乳 白色)

ゴ マ 科

ゴ マ 油(淡 黄色)

ア フヒ科

フ タ 油(淡 黄色)

ツバ キ科

ツバ キ 油(淡 黄色)

ア マ 科

ア マ 油(淡 黄色)

ヒ ヒラギ科

オ レ イ フ 油(淡 黄色)

十 字花科

ナ タ ネ 油(淡 黄色)

テ ンナンシャ ウ

ム サ シ ア ブ ミ(淡 黄 色)
ヒロニ㌃

ヤウ(淡 舶)

ヒ ガ ンバ ナ科

ヒガ ン バ ナ(淡 乳 白)

ス ミレ科

エ ド ス ミ レ(淡 孚L白)

轍 形 科

ノ ダ ケ(乳 白色)

ス イ レ ン科

ハ ス(乳 白色)

(Lauraceae)

(Pedaliaceae)

(Malvaceae)

(Theaceae)

(Linaceae)

(Oleaceae)

 (Cruciferae)

(Araceae)

淡乳/
白色ノ

(Amaryllidaceae)

(Violaceae)

(Umbelliferae)

(Nymphafaceae)

一 位 科

ナ ギ(淡 乳 白色)

カヘデ科

ウ可ハダカヘデ(乳 白色)

フ ウ(淡 乳白色)

トベラ科

ト ベ ラ(淡 乳 白色)

木 蘭 科

シ キ ミ(淡 乳 白色)

コセ ウ科

シ マ ゴ セ ウ(淡 乳 白)

バ ラ 科

モ 毛(淡 乳 白色)

ヨ シ ノ ザ 〃ラ(")

バセ ウ科

パ セ ウ(淡 乳 白色)

パパヤ科

パ パ ヤ(淡 乳 白色)

グ ミ 科

タ ウ グ ミ(淡 乳 白)

ス ヒカヅ ラ科

昌 シ キ ウ ツギ(淡 乳 白)

タ デ 科

ハ ル タ デ(淡 乳 白色)

寸モダカ科

ク ワ ヰ(淡 乳 白色)

姉 科

リウキウマメガキ(淡乳 白)

ア.フヒ科

トロロ ア フヒ(淡 乳 白)

(根)

(Taxaceae)

 (Aceraceae)

(Pittosporaceae)

(Magnoliaceae)

(Piperaceae)

(Rosaceae)

(Muiaceae)

(Caricaceae)

(Elaeagnaceae)

(Caprifoliaceae)

(Polygonaceae)

(Alisataceaa)

(Ebenaceae)

(Malbaceae)

備考1)乳 液の色 に於て淡乳 白色 と記載dう ものは萌芽 直後 の若葉1:就 て検 ぜる もの1:し て充分

発育せる枝葉 に於て は乳液 の滲 出す るをみす 。

2)本 表は直接 試藥な作用Sし めt:ろ 場合のみの反応 を表示 ぜ り。 一は試藥 により乳液が殆

ど或に全 く変色なきを示 ず。

3)乳 液な有す る植物科 名 は主 として 氏 の によ ENGLER „Syllabus der Pflanzenfamilien"

りて検 し,猫 同一科 に於 て同一呈色反応 をなす ものの植 物名 は記 載な省略 ぜ リ。



ギシの地下茎にある は苛性加里液,塩化 第二鐵液によりてのみ変 色 し,苛

性加里液によりて淡紅色,塩化 第二鐵液によりて褐色に,落 花生油,木 蝋,.固松脂は硝酸蕩 く

は苛性加里液によりてのみ変色 し淡乳白色を呈する も共の他の物質は アルコールに溶解せる

ものが四試藥により殆ど反応するをみず。

前述せるが如 く多くの植物に於て乳液,樹 脂,油 脂等に就て検する も,又 植物体 内含有物質

中アル コールに溶解する物質に就てみるも,前 記四試藥によりウル シオール叉はRhas島 に

存する ウルシオール 類似物質と全 く同一の呈色反応 をなす ものを認めず。從つて 之等の試藥

による既述の呈色反応 は ウル シオール及び 共の類似物質の特有なるものと見るを得べ し。猫

叉前述の實験結果よりみれぼ,此 の四試藥の中,苛 性加里液,醋酸 錐液は多 くの植物 の乳液,樹

脂,油 脂及び植物鐙内含有物質中アルコールに溶解する物質に於セもウルシオール並にその類

似物質 と類似の反応 を呈する ものなきをもつて 此の槍出法には主要なる試薬なれば此の両 試

藥によりて呈色反応 を槍 し,猫 それに硝酸及び塵化第二鐵による反応 を槍する時は猫一層 正確

を期 し得べ し。而 して苛 性加里液,醋酸 銅液及び塩化第二鐵液は稀薄なるものにて可なれども

硝酸は濃厚なる ものを可とす。

次に ウル シオール及びその類似物質の顯微化學的槍出法の応用 的便値に就てみるに,漆 科植

物は世界に58屡500種 あ りと云 ひ,そ の中 腸は100種 以上に達 し毒分 を有するもの多

く,我 國にあ りてはハゼノキ,ヤ マハゼノキ,ウ ルマノキ及びツタウルシが毒分を有すること

は周知のことな り。外國にては

が毒分を有する ものとして 報告せらる。毒性に關する化學的研究は古 くより行は

れ 氏は毒 分は の乾燥せる状態 に於て も長 く保たれることを述べ,

及び 氏は この有毒成分は石油エーテル,ア ルコールに溶け,醋酸 鉛にて沈澱

することを述べた り。遠山(26)氏 は ウルシノキの 中の ウルシオールが有毒成分 なるこ

とを述べ,こ れに關 して詳細なる研究をなせ り。同氏によれば毒性は生漆より善通の ウルシオ

ールに,=普通のウルシオールより精溜 したるウルシオールが強 く,猴 叉ウルシオールの量の多

き程有毒作用が大な りと,猶又 遠山氏 は

.'の 有 す る

と の 有する とは毒性を有すと。 これによれば属 樹種

Chrysophanacid

Rhus

Rh. coriavia (4), Rh. diversiloba (15), Rh.  Michauxii(3),

Rh. pumila (1), Rh. radicans (7), Rh. Toxicodendron (1, 4, 21), Rh. venenata (6, 29), Rh.

vernix.(23)

ROST (22)

JADASSOHN (12)

Lack

Lack

TSCHIRCH

Indochina-Lack (Rh. succedanea), ,Formosa-Lack

(Semecarpus vernicifera), Tutaurusi-Lack (Rh. Toxicodendron var. burgaris)

Laccol Burma-Lack Thitsiol Rhus

の毒性は乳液中に存するウルシオール若 くばその類似物質の存在によるものなるが,余 の ウル



シオール の顯微化學的検出法による時は多くの 漆科植物の各樹木に就て極めて 容易にその毒

性の有無を極めて僅かの材料によりて知るを得べ し。

余は此の方法により實験 したるが前述せるが如 く日本産属 樹種の中,ハ ゼノキ,ヤ マ

ハゼノキ,ウ ルシノキ,ツ タウルシは毒性強 く,ヤ マウルシは極めて僅に,ヌ ルデは全 く有せず。

台北帝大理農墨部植物園に植栽 しある漆科植物中,属 の タイ トウルシ,圏

のアンナンウルシ,屡 のマンゴウは毒牲 を有するをみるも,これに反 して

圏の ランシンボク,テ レピンノキの乳液は毒性を有せざるが如 し。猶叉九大農學部林學植物園

に植栽せる南米産 は毒性 を有せず 。斯の如 く葉よ り滲出する一滴の

乳液 により極めて容易にその蕎牲 を知るをもつて,現 今多 くの漆科植物の悉 くが毒性を有する

が如 ぐ一般に考へ らるるにより本槍出法による時は樹 木の取扱上極めて便利な り。猶又ウルシ

ノキ及び 類似植物の乳液が塗料 として利用せらるるものは主として 乳液中にある ウルシオー

ル若 くばその類似物質の存在によるものな り。されど漆科植物の多 くの'中 にはこれを

有せざるもの も存在するをもつて,こ の顯微化學的検出法によりその乳液の利用的便値を直ち

に判定 し得・るな り。

余(10)が 九大農學部學藝雑誌第九巻 第一號に於て発表 せるが如 く,乳 液 中には蛋白質の結

晶が存在 し,その結晶の大さ,形 状等はその乳腋 中の ウルシオール若 くばその類似物質の存在

と密接なる關係を有するものな り。余の實験せるハゼノキ,ヤ マハゼ ノキ,ウ ルシノキ,ツ タ

ウルシ,ヤ マウルシ,タ イ トウルシ,ア ンナンウルシ及びマンゴウの乳液,氏 の實

瞼せる の 乳液及び 氏の 實験せる

の乳液に就てみるに,ウ ルキオール若 くばその類似物質を有するものは結晶が小に し

て角柱状,槍 朕をなせる ものが多数存在 し,これに反 してヌルデ,ラ

ンシンボク,テ レピンノキの乳液の如 くこれ を有せざるものは結晶の勲が少く五角形若 くば六

角形の大なるものが存在するをみた り。斯の如 く ウルシオール若 くばその類似物質が乳液 中

の蛋白質結晶と關係を有 し・この蛋白質結晶は叉繁殖器官鶩る果實の外部形態とも密接なる類

縁關係を有する ものの如 し。されば 本槍出法による時は500種 に達する漆科植物の分類上興

味ある事實を見出し得べ しと信ずるものな り。

typhina

Mangifera

Schinus terebinthifolius

Rh. diversiloba  MOLISCH ( 19)

Rhus

Semecarpus

species

Rhus

Pistancia

MCNAIR (15)

Rh. Toxicodendron, Rh.

Schinus terebinthifolius,

IV.総 合 的 観 察

漆科植物中,ウ ルシノキにウルシオール,其 の他の樹種の乳液中にウルシオール類似物質を

有す。而 して此の両者 は顯微化學的性状 が極めてよく類似 し,同 一反鷹を呈 し,滲 出する一滴



の乳液に於て容易に その存在を槍 し得べ し。一・一滴の乳液 をslideglas上 に取 り,こ れに無水

アル コールを加へ,そ の アル コールの部分に5-10%の 稀薄なる硝酸を用ふる時は反応 せざ

れ ども,15%以 上の濃度に於ては1-2秒 の後に淡紅色若 くば赤紅色を呈す・苛性加皐液にあ

りては5%,10%の 稀薄なるものに於て反応 を呈 し,ア ル コールの部分に直ちに濃緑色を生

じ,醋酸 銅液及び塩化 第二鐵液に於ては1-5%の 濃度に於て もよく反応 し,直 に前者に於て

は黒紫色を,後 者に於ては黒色を呈す。

次に乳液に直接試藥を作 用せ しむる時は 硝酸は45--50%の 濃厚なる ものに於ては反応 が

鋭敏に して赤褐色を呈するも,稀 薄なるものに於ては反応 が徐々に して20%液 にて1-2分

を要 し,35%液 にて5-7秒 を要す。而 して その反鷹色は硝酸が ウルシオ・・一・ル若 くばその類

似物質以外の蛋白質の如 き乳液中の他の 含有物質による反応 のためか アルコール を用ひた る

場合 と梢々異な り赤褐色を呈するをみる。これに反 して苛性加里液 ノ醋酸銅液及び塩化 第二鐵

液 を直接乳液に作用せ しむ時は 硝酸の場合 と異な り稀薄なるものが 濃厚なるものに比 して却

つて反応 の鋭敏なる場合あ り。而 して反応 を呈するに要する時間は 稀薄なるもの と濃厚なる

ものと殆ど差異をみず且叉その反応 色 もアルコールを用ひたる場合 と同一なり。さればアル コ

ールを用ふることなく直接に此の試藥を乳液に用ふるも可な り。

一般植物の 乳液中には 硝酸及び塩化 第二鐵液 とによりて ウルシオール 叉は その類似物質

と類似の反応 を呈する ものあるも,苛性加里液 及び醋酸 銅液に於ては斯の如きを認めざるをも

つて,ウ ルシオール若 くばその類似物質 を槍するには乳液に苛性加里液及び醋酸 銅液 を用ひ各

々其の特有なる反応 を楡 し,猶又 其の上硝酸及び塩化 第二鐵液による時は一層 確實を期 し得

べ し。・此の方法によれば前述せるが如 く日本産Rhus属 樹種中,ウ ルシノキにウルシオール

を,ハ ゼ ンキ,ヤ マハゼノギ,ツ タウルシにその類似物質を比較的多 く有 し,ヤ マウルシに於

ては僅か,ヌ ルデに於ては全 く有せず。此の検出 法により漆科植物の各樹木が有毒なるか否か

を判定 し,猶又 ウルシオール及びその類似物質は乳液が塗料として用ひらるる主要成分なるを

もつて,此 の槍出法により極めて容易に漆科植物の各樹木の乳液が塗料と して利用的便値を有

するか否かを知るを得べ し。ウルシず一ル 若くば その類似物質が乳液 中の蛋白質結晶と關係

を有 し,この蛋白質結晶は叉繁殖器官たる果實の外部形態 とも類縁關係を有するものの如 くな

れば本槍出法による時は漆科植物の分類上興味ある事實を見出し得べ しと信ずるものな り。
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MICROCHEMICAL TEST OF URUSIOL AND SIMILAR SUBSTANCES

 (Resume)

Morisige HARADA

   Rhus vernicifera contains urusiol in the latex, but many other species of 
Anacardiaceae contain similar substances. These two varieties are extremely 

alike in their microchemical characters and show indentical colour reactions 
with the reagent mentioned below. Thus we can easily prove the existence 

of these substances in a latex, obtained by piercing the leaf or stem, by 

the use of the microchemical method of testing. 

   The method is as follows : first add absolute alchohol to the latex on a 

slide glass, and next add 15-50 % nitric acid to the portion impregnated . 
with alchohol. Its colour will then change to bright red or red after 1-2 

seconds. Caustic potash also produces good results. Even with a 5-10 % 

solution it shows a deep green colour very soon in the portion treated with 

alchohol. Both 1-5 % copper acetate solution and 1-5 % ferric chloride react 
as well as caustic potash, the former quickly turning the portion treated 

with alcohol purple-black, and the latter turning it black. 

   If 15-52 % nitric acid is added to the latex without alchohol it will soon 
turn red-brown, but a weak solution of this acid is slow in its reaction. A 

20 % solution takes from 1 to 2 minutes for the colour reaction, and a 35 / 

solutiom from 5 to 7 seconds. But this nitric acid seems to act upon the 

other substances in the latex besides the urusiol or similar substance, and 

colour reaction of the latex is somewhat different from that when alchohol 

is present. On the other hand, when a solution of caustic potash, copper 
acetate, and ferric chloride reacts directly in the Iatex without alcohol, the 

reaction colours appear sharply, even with a weak solution, and there is no 

difference from the colours which are shown when alcohol has been added. 

   We can judge by this microchemical method if each species of Ana-
cardiaceae is poisonous or not, and also whether the latex of each species 

is of value for such purpose as the manufacture of paints. So we find that 

these questions depend principally upon whether the latext contains urusiol 

or . simillar substances or not.


